
授業概要

　本授業の目的は、保育者（保育士、幼稚園教諭、保育教諭等）として子どもの健康を守り、保護者と子どもを支援す
るための基本的なことを学ぶことを目的としています。
  子どもの健康と安全を守るための安全管理の在り方、応急時の処置や対応等について、演習を中心とした学習を実
施していきます。
　講師は、長年、助産師及び保健師として医療・保健・福祉の現場で、妊産婦や子どもの健康支援及び関係機関との
連携等を行ってきました。その経験に基づいた体験談も併せて紹介していきます。

関連する科目 子どもの保健

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 750164 配当学年 ２年次

科目名称 [英語名称] 子どもの健康と安全　[Child's health and safety
]

単位数 1

開設学科 子ども教育学科

授業形態 演習

学位授与の方針
との関連

DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) D
P3(1)

教員氏名 山之上　重子

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修
　授業開始時に前回の授業内容についての振り返りテストを行います。授業後は復習してください。また、授業中に次
の授業内容（予習箇所）について提示します。次の授業までに確認してください。

授業の到達目標

1.保健的観点を踏まえた保育環境及び援助について理解する。
2.保育における健康安全管理の実際を学ぶ。
3.子どもの体調不良等に対する適切な対応を理解する。
4.感染症対策について理解する。
5.保育における保健的対応について理解する。
6.健康安全管理の実施体制について理解する。

保育者・養護教諭を目指す人のための　子どもの保健～健康と安全～|大澤眞木子監修　小國美也子　編著　　　日本
小児医事出版社　　2,500円|（「子どもの保健」と同じテキストです）

テキスト

小テスト及び最終試験は解説します。
課題に対する
フィードバック

以下の項目に基づいて評価します。|1.学習意
欲　　　20点|2.最終試験　　　80点

評価方法

１．母子健康手帳|２．必要に応じ資料を配布します。

参考書

備考

授業計画

1. 子どもの健康と保育の環境　　子どもの保健に関わる個別対応と集団全体の健康安全管理
保健的観点を踏まえた保育環境及び援助
2. 衛生管理　　事故防止及び安全対策　　危機管理　　災害への準備
保育における健康安全管理の実際
3. 体調不良や傷害が発生した場合の対応
4. 応急処置
5. 救急処置及び救急蘇生法
子どもの体調不良等に対する適切な対応
6. 感染症の集団発生の予防　　感染症発生時の投薬について
感染症対策
7. 3歳未満児への対応　　個別な配慮を必要とする子ども及び障害のある子どもへの対応
保育における保健的対応
8. 職員間の連携と組織的取組　　保健活動の計画及び評価　　母子保健・地域保健と保育
家庭・専門機関・地域との連携
健康安全管理の実施体制
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授業の進め方と方法

子どもの保健で学んだことを基礎に、モデルを使いながら演習を中心とした具体的な学習をしていきます。

○
実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング

9 -


